
令和３年度　学校関係者評価報告書　　
評価点　

A  高いレベルで達成できた A  とても適切である
B  達成できた B  概ね適切である
C  一部達成できなかった C  あまり適切でない
D  ほとんど達成できなかった D  適切でない

学校名：広島大学附属福山中・高等学校                                     E  判定できない

達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価

教
育

① グローバルリーダーの育成
（ＳＧＨ・ＷＷＬの教育の着実
な実践）

【中期目標（福山）】
全国に模範となる教育を行う
グローカルに活躍できる人材を育成
する
【中期計画（福山）】
地域に根差しグローカルな視点から
のイノベーションを生み出して貢献
する，グローバルリーダー・地方創生
リーダーを育成する

　地域を掘り起こし，世界
へつながる題材を中心に
据えた教育課程の成果を
発信する

【成果指標】地域を掘り起こし，世界へつながる
題材を中心に据えて開発した教育課程の成果
を発信する。

【判断基準】ＳＧＨ，ＷＷＬに関する生徒，保護
者，教員，外部へのアンケート調査や生徒の変
容を捉える調査等に基づき，生徒の資質・能力
の変容をとらえ、発信することができているか。

ＷＷＬの研究開発に取り組み，
福山市の特色ある企業等との
連携プログラムを再構築するな
ど，広島大学や地域の資産を
有効に活用し，全国に模範とな
る教育課程を実施・改善するこ
とができた。卒業生の調査も開
始することができた。

Ｂ

広島大学や同窓会を核とした
地域の資産を有効に活用し，
生徒がグローバルな世界で活
躍できる資質・能力を身につけ
ることができるプログラムが実施
できていると確認できた。卒業
生への調査については，今後
の分析に期待する。

Ａ

ＷＷＬでの文理融合の教育課
程の開発を進め，地域の連携
先を授業の目的・内容に合わ
せて再構築するなど連携の幅
を広げ，教育の質の保証・向上
ついて実践の改善を進めた
い。また引き続き，広島大学の
各部署との連携にも注力すると
ともに，卒業生調査を分析す
る。

研
究

① 研究開発の推進
（ＳＧＨ・ＷＷＬの研究の着実
な実践と成果の普及）

【中期目標（福山）】
広島大学と連携し，グローバルな視
点を取り入れた教育研究を推進する
【中期計画（福山）】
ＳＧＨの実践の中からグローバル人
材に求められる資質・能力の構成要
素を規定し，それらを育成するカリ
キュラムを構築するとともに，評価方
法の開発を行う

　グローバル人材に求め
られる資質・能力の評価
方法に関する成果を発信
する

【成果指標】広島大学附属学校研究推進委員
会とも連携し，研究開発委員会・運営指導委員
会等で，当校の実態に対応したグローバルコン
ピテンシーの評価方法に関する成果を発信す
る。

【判断基準】グローバルコンピテンシーの評価方
法についての改善がおこなわれ、発信されてい
るか。

グローバル人材に求められる
資質・能力を評価する，当校独
自の「グローバルコンピテン
シー」のルーブリックを用いて
評価を実施し，その妥当性を検
証するとともに，評価方法の改
善のための検討を実施すること
ができた。

Ａ

ＷＷＬの開発に注力され，先進
的・先導的な研究を推進すると
ともに，生徒の変容を的確に評
価する方法を開発し，他の学校
でも活用する形で普及に努め
ていることが確認できた。

Ａ

ＷＷＬの研究も２年目となり，多
方面から高い評価を得ることが
できた。今後も大学と密接に連
携をとり，さらなる研究を推進し
ていくとともに，より一層の成果
の普及にも努めたい。

①　教育方法の開発，普及
（教員の個人研究・グループ
研究の支援，研究方法の研
修）

【中期目標（福山）】
大学との連携を強化し，大学の資産
を活用して，先導的な教育方法の開
発，普及を行う
【中期計画（福山）】
大学・学部の資産を活用し，グロー
バルマインドを育成する指導法やア
クティブラーニングなど，先導的な教
育方法の開発・普及に取り組む

　グローバルマインドを育
成する指導法やアクティ
ブラーニングなど，先導的
な教育方法を教育実習生
への指導に取り入れた成
果の公開・普及に取り組
む

【成果指標】次期学習指導要領に向けて，当校
の実態に即した形で先導的な教育方法を開発
し，現職教員の研修や教育実習にその成果を
取り入れた成果を公開し、普及に取り組んでい
る。

【判断基準】新教育課程の趣旨に基づき，先導
的な教育方法を開発し，普及することができた
か。

新学習指導要領に向けた教育
の動向を，当校の実践に反映
させ，先進的な教育方法を開
発し，実践することができた。ま
た，これまで実践してきたことの
方向性が確かなものであったこ
とを確認し，新たな教育方法の
開発につなげることができた。

Ａ

理論と実践が融合した，福山附
属独自の教育方法が開発され
ていることが確認できた。今後
も，日本の教育をリードするよう
な活躍を行えるよう，広島大学
や研究機関等との連携を進
め，研究や実践を進めていた
だきたい。

Ａ

グループや個人による外部資
金の獲得も数件あったが，自主
的・意欲的に活動できる環境を
今後も整備拡充したい。また，
オンラインでの各種研修会への
参加や，地域と連携した研修の
推進なども行いたい。

②　高大接続
（広島大学とのカリキュラムの
連携や入学のシステム設計，
ならびに世界の著名な大学へ
の進路の開拓）

【中期目標（福山）】
高大接続のあり方を検討し，改善す
る
【中期計画（福山）】
グローバル人材育成のためのカリ
キュラムの連携，大学入学のシステ
ム設計などについて検討する

　グローバル人材育成の
ためのカリキュラムの連
携，大学入学のシステム
設計などについて実施す
る（完結）

【成果指標】大学との協働によるグローバル人材
育成のための中等教育段階のカリキュラムを確
立し，高大接続，特にアドバンスドプレイスメント
（ＡＰ）を実施している。

【判断基準】高大接続のための基盤となる，中等
教育カリキュラムが実施され，高大接続の具体
的な取り組みを行うことができたか。

グローバル人材育成のための
大学との連携によるカリキュラム
を継続的に評価，改善できてい
る。また高大接続の取り組みと
してアドバンスドプレイスメント
（ＡＰ）の取り組みをおこなって
いる。

Ａ

ＩＤＥＣやＩＧＳなどの組織と協働
し，生徒が高度な学びに触れる
機会を提供していることが確認
できた。大学との協議を進め，
生徒にとって有意義な高大接
続システムを目指していただき
たい。

Ａ

ＡＰについては，オンライン・オ
ンデマンドの有効性を活用して
大学と連携していく。生徒が進
路を考え，自分の将来を構想
し，決定していく上で有効とな
るようにシステム設計を行い，
高大接続の改善につなげた
い。

③　地域連携，地域貢献
（人事交流を基盤に、地域公
立学校の研究への助言を担
い、研究交流を進める）

【中期目標（福山）】
人事交流教員の派遣元府県や地域
と連携し，貢献する
【中期計画（福山）】
人事交流教員の派遣元府県や地域
へ，連携・貢献するためのシステムを
構築する

　人事交流教員の派遣元
府県や地域と連携し，教
育研究や研修を共同して
実施する（完結）

【成果指標】人事交流教員の授業実践への広島
大学教員による指導体制を構築し，地域との連
携による取り組みを継続して実施している。

【判断基準】他校，地域との協働などの積極的
実施に加え，授業実践記録の公開など，ＩＣＴを
活用した発信に努めているか。

ＷＷＬでの取り組みとして，複
数の連携校との実践をおこなう
ことができ，新たな教育方法の
開発につながった。また人事交
流教員が大学と連携を取りなが
ら研究を進め，授業実践に取り
組むことができた。

Ｂ

人事交流の先生による教育研
究会での授業実践は，来年度
以降に期待したい。ＷＷＬの取
り組みとして実施している連携
校との実践についても，地域貢
献の意味からも今後も積極的
に推進してもらいたい。

Ｂ

これまでの教育研究の実績や
伝統を，次世代へと伝えるため
の研修体制の構築を予定して
いる。優れた指導内容の蓄積と
その継承のためにも，安定した
人事交流を実現し，教員が意
欲的に実践や研究ができる環
境を整備したい。

グ
ロ
ー
バ
ル
化

① グローバル化に対応した
教育実習
（特色ある教育実習プログラム
の開発）

【中期目標（福山）】
グローバル化に対応した教員養成
に貢献する
【中期計画（福山）】
グローバル化に対応した学部の教
育実習，教職大学院実習等の指導
方法を確立する

　グローバル化に対応し
た学部の教育実習，教職
大学院実習等の指導方
法を発信する

【成果指標】当校の教員のグローバル化推進の
ための研修を実施し，グローバル化に対応した
実習や指導方法を改善し、発信している。

【判断基準】グローバル化に対応するための研
修を実施し、実習や指導のための実践事例を蓄
積し、それらを発信しているか。

コロナ禍で，海外での生徒の研
修は実施できなかったが，それ
に代わる企画立案や調整，引
率を通して，当校の教員のグ
ローバル化に対応する経験や
実践事例を蓄積することができ
た。また，グローバル化に対応
した課題研究の実践事例集を
増補し公表することができた。

A

ＳＧＨ・ＷＷＬの取り組みの中で
実施した課題研究の指導方法
を，実践事例集としてまとめら
れたことは，大きな成果として評
価できる。教員のグローバル化
への対応も着実におこなわれ
ている。

A

次年度以降も継続して教員の
グローバル化推進のための研
修を進め，実践の中で経験値
を蓄積するとともに，グローバル
化に対応した指導や教育実習
のためのノウハウをさらに蓄積
し，他校へも普及できるように
努めていきたい。

① 組織運営の改善
（インターン受入・講師時間数
の削減，その他の業務の効率
化）

【中期目標（福山）】
業務の効率化を目指す
【中期計画（福山）】
業務の効率化を目指すための改善
を行う

　業務の効率化を目指す
ための改善を行う（完結）

【成果指標】大学院生の活用や講師時間数の削
減など，校務の効率化を進め，校長裁量経費そ
の他運営経費を効果的に使用する。

【判断基準】当校の実態に対応したインターン制
度の実施や校長裁量経費の活用により効率的
に重点課題へ取り組めているか。

ＩＤＥＣの留学生やＩＧＳの大学
生などの協力を得ながら，有効
な人材活用により，ＷＷＬの当
校の実践の中心となるＩＤＥＣ－
ＩＧＳ連携プログラムを実施する
ことができた。

Ｂ

校長裁量経費を活用した計画
的な研修等がコロナ禍で十分
に実施できなかったことは残念
である。留学生や大学院生が
実践の中で役割を果たし，生
徒にもよい影響を与えているこ
とは，大きな成果と考えられる。

Ｂ

単に業務の効率化のために非
常勤講師や大学院生等のイン
ターンを活用するのではなく，
学校にとっても，参加する学
生・留学生・院生等にとっても
互いにメリットがある取り組みと
なることを目指していきたい。

① 環境の改善
（安全・安心・快適な学習・労
働環境の整備と働き方改革へ
の対応）

【中期目標（福山）】
全国に模範となる教育を行う

教育助成会や教育後援
会との緊密な連携により
教育環境を改善する。
教員の超過勤務削減のた
めに改善する。

【成果指標】安全・安心に教育活動に取り組める
環境の整備・構築がおこなわれている。

【判断基準】安全・安心のための点検ならびに改
善計画の立案，実施。作業環境の整備，業務の
効率化等による負担軽減への対応等，教員の
働き方改革が進んでいるか。

安全衛生委員会による巡視な
どを通して，学習・生活環境を
整備した。新しい生活様式に対
応し，夏の猛暑の中でも換気を
徹底するなど，教育助成会や
教育後援会との連携のもと，エ
アコンの保守整備など，環境整
備を進めた。教員の働き方改
革を推進するための情報共有
システム整備等を実施した。

Ａ

安全・安心な環境を整備するた
めに努力されていることが確認
できた。教育助成会や教育後
援会との良好な信頼関係が構
築できていることも高く評価でき
る。コロナ禍にあって新しい生
活様式への対応も，確実に実
施できている。

Ａ

運営費交付金が削減される
中，更なる節約に努め，安全・
安心な環境を維持するために
計画的な改善を続けていきた
い。特に印刷機など新しい機能
を有効に活用し，教員の負担
軽減をはかるなど，長期的な整
備計画を策定して整備を進め
たい。

① 情報通信環境の整備
（先進的なＩＣＴの導入と活用）

【中期目標（福山）】
全国に模範となる教育を行う

情報ネットワーク整備なら
びに，ＩＣＴ機器の整備を
継続して実施する

【成果指標】情報ネットワーク整備・活用の状況。
情報メディア委員会，マルチメディア委員会，運
営会議等での構想と具体化がおこなわれてい
る。

【判断基準】情報ネットワークの整備状況や，各
教科等でのＩＣＴ活用が具体的に進んでいるか。

ギガスクール構想のもとＩＣＴ環
境の整備を進め，グーグルクラ
スルームなどを取り入れた最先
端の実践を，限られた予算で最
大限の効果が得られるように構
想し，実施することができた。

Ａ

家庭に使用できるＰＣがない生
徒に対して約２０台のノートパソ
コンを貸与するなど，緊急な対
応を実施されたことは高く評価
できる。ギガスクール構想のも
と，生徒への教育効果を十分
に挙げられていることも評価で
きる。

Ａ

ギガスクール構想による一人一
台の端末の貸与など，ＩＣＴの
活用がさらに進化してきてお
り，システムの整備にあわせ
て，教材や指導法などについ
てもノウハウの蓄積を行い，全
国に模範となる先導的な実践
を推進していきたい。

① 入試制度の見直し
（当校の入学者選抜の内容，
実施方法の見直し）

【中期目標（福山）】
児童・生徒のもつ、多様性を引き出
すような入試のあり方を検討し，ミス
のない厳正な入学者選抜を実施す
る。
【中期計画（福山）】
・多面的な能力を測定する問題の工
夫を行うとともに，多様な学習経験や
生活経験を生かすことができるような
入試のあり方を検討する。
・ミスのない厳正な入学者選抜を実
施するための工夫をおこなう。

・多面的な能力や生活・学
習経験を入学者選抜に反
映させるための入試のあり
方の検討を踏まえて実施
した入学者選抜の改善を
検証する。
・厳正な入学者選抜を実
施するための工夫につい
て検討・改善する。

【成果指標】入試検討委員会により入学者選抜
改善のための検討を行う。入試企画委員会によ
り具体的に検討し，実施要領を見直している。

【判断基準】入試の在り方の検討をおこない，実
施要領を見直し、工夫・改善の具体化がおこな
われているか。

新しい学力観に基づく問題の
作成など，必要な改善を行いな
がら，新しい生活様式下での入
試に対応できるように実施要領
なども見直しをおこなったうえ
で，厳正な入学者選抜を実施
することができた。

Ａ

地域から注目されている当校の
入試であるが，厳正にミスなく
実施するための方策が，よく練
られている。今年度もミスなく実
施できたことを高く評価する。信
頼を損なうことがないよう，さら
なる検討，改善を進めていただ
きたい。

Ａ

今年度同様，ミスなく厳正な入
学者選抜が行えるよう，検討・
改善をさらに進めていく。また，
新しい学力観に基づく出題方
法の検討を継続し，多面的な
能力を測ることができるよう入学
者選抜の改善を進めていきた
い。

自己評価 学校関係者評価
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